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安全上のご注意
表示について
本機を使用する際に、人体や財産に危害や損害を及ぼすことを未然に防
ぎ安全に使用していただくため、重要な内容を記載しています。
ご使用にあたり、次の内容をよく理解していただくために表示マークと
本文をよくお読みの上、正しくご使用ください。

　　　　危険 人体が死亡もしくは重傷を負いかねない危険が明らか
に生じることを想定される内容。

　　　　警告 人体が死亡もしくは重傷を負いかねないことが生じる
ことを想定される内容。

　　　　注意 人体が障害を負いかねなく、物的障害の発生を想定さ
れる内容。

　　　危険

● 付属の充電器以外での充電は行わないでください。発火・発熱・破
損の原因となります。

● 充電は５℃～４０℃の範囲で行ってください。
● 火中に投入、分解、改造、はんだ付けは行わないでください。
● 電池が液漏れを起こしたときは、使用をやめてください。
● 液が目に入ったときは、失明の恐れがありますので、すぐにきれい

な水で洗い、医師の治療を受けてください。また、皮膚や衣服に付
着した時は、すぐにきれいな水で洗い流してください。

● 電極をショートさせないでください。
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　　　警告

● 運転中の使用は、絶対に行わないでください。
● 電子機器、特に医療機器の近くでは使用しないでください。
● 航空機内、空港敷地内、新幹線車両内では、使用しないでください。
● 本機は直射日光を避けて風通しの良い状態でご使用ください。
● ごく近くに人がいる場合、送信しないでください。
● 湿度の高い場所での使用はお止めください。また、雨水などにさら

されないように注意してください。
● 落下などにより、破損したり正しく動作していないときは、使用し

ないでください。
● 使用中に煙が出た場合、すぐに使用をやめて電池を外し、お買い求

めいただきました販売店または弊社までご連絡ください。
● 海外では使用できません。

　　　注意

● テレビ、ラジオ、ストーブ、電子レンジなどのそばで送信しないで
ください。

● 車内のダッシュボードやヒーターの吹き出し口など異常に温度が高
くなる場所には置かないでください。火災・感電・故障の原因とな
ることがあります。

● アンテナを誤って目に差したりしないよう注意してください。
● 長期間使用しないときは、必ず電池を外して保管してください。
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● 本機の汚れがひどいときは、水で薄めた中性洗剤を使用し柔らかい
布で軽くふき取ってください。シンナーやベンジンなどは使用しな
いでください。

● 本体裏に貼ってある技術基準適合ラベルを剥がさないでください。
剥がした状態では、電波を出すことが出来ません。

お客様または第三者が本製品の誤使用、誤設定、使用中に発生した故障、
誤動作、不具合あるいは天災や停電等の外部的な要因によって、情報・
通信等の機会を逸したために生じた損害等につきまして、当社は一切そ
の責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。

　　　安全についてのお願い・ご注意
本機を安全にご使用いただくには、正しい使い方と安全に関する注意事
項をお守り頂くことが必要です。

　　　電波法に関する注意
※　下記の内容は電波法により禁止されています。
・本機裏面の技術適合証明ラベルをはがしての使用
・本機を分解、改造しての不正使用
・他人の通話を聞いてこれを人に漏らす行為
・航空機など、使用を認められていないところでの使用
上記内容をよく理解の上、正しくご使用ください。
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　　　ご使用上の注意

● 本機は、特定小電力トランシーバー、9ch 機、11ch 機、20ch 機の
トランシーバーと通話することが可能です。

● 通話できる距離は、環境により大きく変わります。目安としまして、
見晴らしの良い郊外でおよそ１km、市街地でおよそ 100m です。建
物などの障害物により通話距離が大きく左右されます。

● 本機は防水構造になっておりません。雨の日や水がかかるようなと
ころでの使用は、本体が濡れないように注意して使用してください。

● テレビ、ラジオ、パソコン、蛍光灯のすぐ近くでは、電波障害を与
えたり、受けたりすることがありますので、これらのものから離れ
て使用してください。

　　　特定小電力トランシーバーの規格による制限

● 通信時間制限について
特定小電力トランシーバーで連続的に送信する場合は、３分間で自動的
に送信を停止します。
３分間の通信時間制限機能により自動停止になったあとの２秒間は送信
できません。２秒間経過後は、通常通り送信できます。
● キャリアセンスについて
無線機が通話状態に無い時に、他の無線機から信号を受信中に “PTT” ボ
タンを押しても、アラーム音が鳴り送信できません。通話状態にある時
はこの限りではありません。
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通話チャンネルについて
すでに本機以外のトランシーバーをお持ちの場合、通話チャンネルを合
わせることで、本機と交信することが可能です。
通話チャンネル適合表

本機及び多数の
20ch 機

11ch 機 9ch 機 他 表 示 タ イ プ の
20ch 機

Ch 1 Ch 1 Ch 1
Ch 2 Ch 2 Ch 2
Ch 3 Ch 3 Ch 3
Ch 4 Ch 4 Ch 4
Ch 5 Ch 5 Ch 5
Ch 6 Ch 6 Ch 6
Ch 7 Ch 7 Ch 7
Ch 8 Ch 8 Ch 8
Ch 9 Ch 9 Ch 9
Ch 10 Ch 10 Ch 10
Ch 11 Ch 11 Ch 11
Ch 12 Ch 1 Ch h1
Ch 13 Ch 2 Ch h2
Ch 14 Ch 3 Ch h3
Ch 15 Ch 4 Ch h4
Ch 16 Ch 5 Ch h5
Ch 17 Ch 6 Ch h6
Ch 18 Ch 7 Ch h7
Ch 19 Ch 8 Ch h8
Ch 20 Ch 9 Ch h9
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ご使用前の準備
電池パックの取付
電池パックを本体裏側に下方向から合わせて上へスライドさせて取り付
けます。カチッと音がするまで確実にはめ込んでください。
取り外す場合は、本体上部の爪を背面方向に引き下げながら、電池を下
方向にスライドさせます。

電池の使用時間の目安：約 18 時間
測定条件：新品・満充電時で、低周波出力 200mW、送信 10 秒、受信 10 秒、
待受け 80 秒の繰り返し動作

●電池に関する注意
電池は使い方を誤ると破裂や発熱、液漏れの原因となります。
次の注意事項を必ずお守りください。
・火の中に投げ込まないでください。
・ショート（短絡）、分解、過熱をしないでください。
・長時間使用しないときは、電池パックを本機から取り出してください

①

②
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充電方法
・ 初めて使用されるときは充電をしてください。
・ あらかじめ AC アダプタと USB 充電ケーブルを接続し、AC アダプタ

をコンセントに差し込んでください。
・ 本機に電池パックをセットした状態で USB 充電ケーブルを本体の

microUSB コネクタに差し込んで充電をしてください。
・ 充電中は、本体上部の LED が橙色（オレンジ色）に点灯します。満

充電になると、LED が青色に点灯します。およそ１時間３０分で満
充電になります。

・ 充電が終わったら、USB 充電ケーブルを本機から外してください。
・ 長時間充電しない場合は、AC アダプタをコンセントから抜いてくだ

さい。

LED インジケーター
充電及び送信・受信の表示を行います。
充電中
　橙色：充電中 青色：満充電
送・受信中
　赤色：送信中 緑色：受信中
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ベルトクリップの取り付け方
付属のベルトクリップを電池パックにねじ止めします。ベルトクリップ
は 180°回転します。

ネックストラップの取り付け
本体上部のストラップホールにネックストラップを通し、通した紐の輪
にストラップを通します。紐にストラップ全体を潜らせ引き絞ってくだ
さい。

イヤホンマイクの取り付け
本機にはイヤホンマイクは付属しません。別売りのイヤホンマイクをご
利用願います。イヤホンマイクのプラグを、本機上部のイヤホンマイク
ジャックに根元まで差し込んでください。
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各部の名称
■本体

■表示部

PTT ボタン

▼▲

電源キー

▲キー

マイク

スピーカー

microUSB コネクタ

▼キー

表示部

アンテナ
LEDインジケーター

イヤホンマイクジャック

チャンネル

電池残量
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通話をする
電源を入れる
電源キーを 1 秒以上押し続けます
立ち上がりのビープがなると同時に無線機に電源が入り、表示部に表示
が出ます。
バックライトは約 15 秒間点灯します。

電源を切るときは電源キーを２秒以上押し続けます。

音量調整
待ち受け状態で▲／▼キーを押すと音量の変更が可能です。U0 は音が出
ない状態で、U1 ～ U8 の順に音量が大きくなります。音量の設定値が約
3 秒間表示されたのち、チャンネル表示に戻ります。

チャンネルの選択
通話したい相手と同じチャンネルに合わせます。
１ 電源キーを押してチャンネル表示を点滅させます。
２ チャンネル表示が点滅している間に▲ / ▼キーを押して 1~20ch の中

から希望のチャンネルを選択します。
３ PTT スイッチを押すと、チャンネルが決定されます。
9 チャンネル機、11 チャンネル機との交信は、「通話チャンネルについて」
をご参照のうえ、チャンネルの選択をしてください。
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通話の仕方
通話する相手とチャンネル／グループを合わせます。
PTT キーを押すと送信を開始します。送信すると無線機上部の LED が赤
く点灯します。PTT キーを放すと LED が消灯して受信待ち受け状態にな
ります。
相手からの信号を受信すると LED は緑に点灯し、スピーカーから相手の
声が聞こえます。
LED インジケーター

送信中 赤
受信中 緑

■キーロックの設定・解除
受信待ち受け中に▲キーを２秒以上長押しすると、キーロック状態にな
ります。
キーロックを解除するには、▼キーを２秒以上長押ししてください。

注意：

・ キーロック中でも画面にはキーロックの表示が出ません。もし
操作が出来ないようであれば、▼キーを２秒以上長押しして
キーロックの解除を行ってください。

・ キーロック中は、PTT キー以外は操作が出来ません。
・ キーロック中に電源を切ったときは、次回電源を入れてもキー

ロック状態は保持します。
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グループの設定
同じチャンネルを他のグループと同時に使用する場合、他のグループの
通話が聞こえてしまいますが、グループモードを使用することにより、
同じグループのみと通話をすることが出来ます。チャンネル番号とグルー
プ番号が同一の時だけ、音声を聞くことができます。
電源キーを 2 回押すと Ct と表示されます。
再度電源キーを押すと、現在のグループ番号が表示されます。
▲ / ▼キーでグループ番号 1~38 を設定してください。
グループを使用しないときは OF を選択します。
電源キーを押すとグループ番号が決定されます。

注意：

同じチャンネル番号で異なるグループがそのチャンネル番号を使っ
ていると、音声は聞こえなくても受信状態になり、PTT キーを押し
ても送信できません。

トークビープ
送信するときに PTT を押すと音が鳴ります。音が鳴った後に会話を開始
してください。PTT を押した直後に話を開始すると、会話の冒頭が切れ
ることがあるため、PTT を押した後にビープ音が鳴ってから話を始める
ことで相手に最初から会話を届けることが出来ます。
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電池残量表示
電池残量表示の 4 本のバーで現在の電池残量が表示されます。この残量
表示はあくまでも目安です。

バーの数 電池残量の目安
4 90% 以上
3 70% 以上
2 40% 以上
1 10% 以上
0 10% 以下

電池残量が少なくなると、電源が入っても音声が鳴らなくなったりする
状態になることがあります。なるべく早めに充電することをお勧めしま
す。
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メモ

NT202M-UG-2ndVer-1022.indd   23 2018/10/22   17:28:15






